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表紙写真の説明
　日本原子力研究所のエネル
ギー回収型リニアック自由電
子レーザー．超伝導リニアッ
クを用いた自由電子レーザー
として世界最高出力（当時）
を達成した後，エネルギー
回収型リニアック（ERL）に改
造された施設である．ERL
は2002年に完成し2008年
まで運転された．入射エネル
ギー 2.5 MeV，周回エネル
ギー17 MeV，FEL波長22μm
である．一足早く完成した米
国ジェファーソン研究所のIR-
demoとともにERLの嚆矢と
して，その後の世界のERL計
画に影響を与えた．超伝導リ
ニアックは500 MHzの楕円空
洞であり，高圧ガスの規制を
受けないユニークなクライオ
モジュールを備えていた．写
真は周回軌道の全景．右側に
入射合流部と主加速器，左側
にアンジュレータが見える．
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